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"ヒ ポ ク ラ テ スの 誓 い"

学 長 久 保 良 彦

第21期 生99名 の皆 さんに、先ずは医学 上の学位取

得のお祝 を申しLげ ます。 ご父母のお喜 び もいかば

か りか とお察 しいた してお ります。

今年 は皆 さん に二つの贈 り物があ ります。

その一 つは、学位記 が装 いを新たに し、英文併記

とな った ことです。海外留学の折、英文 の学+な い

し博士学 位記取得証明が必要 とな りますが、 これま

でその都度別途 に発行 されてお りました。 本学の卒

業生が これまで以上に海外で活躍 して欲 しい という

大学の願 いが込め られてお ります。

い ま一 つは、本学名誉教授 鮫島夏樹 先生か らで、

先生が翻訳 されたユ リウス ・ヒル シュベ ル ク著"ヒ

ポ クラテス医学"と い う本です。小 さいなが らなか

なか読み応 えがあ ります。先生か らの メッセー ジに

あ ります ように、 目覚ま しく進歩す る医学 と、 目ま

ぐる しく変動 し複雑化 する医療の中で、 ともす れば

見失 われ がちな 「医の本質」 を改めて考 え直す座右

の道 しるべに していただ きた い と思い ます。

ヒポクラテ スは 古 くか ら時代 と国を超 えて「医聖」

と崇め られ、その名が冠 された「ヒポ クラテス全集」

は最 も広 く読まれている医書 とな ってお ります。特

にその全集の中に 見られる 「ヒポ クラテ スの誓 い」

と箴言の 冒頭に出て くる句 が有 名で、 どなた もご存

じの ことと思い ます。 いずれ も"ヒ ポ クラテ ス医学"

に載 って お りますが、「ヒポ クラテ スの誓い」は古

代ギ リシ ャの医師集団に より作 られた、医師 として

守 るべ き掟 であ ります。 ヨー ロ ッパの人学では、医

師の資格が授 与され る際、ヒポ クラテスの胸像 の前

でこの誓いを読 ませ る儀式 が近年 まで行われていた

こ とが伝 え られて お ります。

さて、最近わ が国では、医療 とりわけ医師 と患 者

の関係に係わる世間の関心 が大変高 まって きてお り

ます。 これは、医学の進歩 や社会 ・文化の変化 に よ

り、 これまでの医師 一患者関係 が世の中の仕組 みに

相応 し くな くな って きている ことを意味 します。

従来、医師は患 者の病気を治すこ とを第一に考え、

その時代 の医療 レベルか らして医師 が最 も良い と判

断 した治療や 介護を、医師 としての信念を もって施

すべ きだ と信 じてお りました。一方 、患者の方 も、

患老に良かれ と努力す るその ような誠意あ る医師に
一切お任 せす るのが当た り前 な世の中であ りま した。

これは、わが国 に限 った ことではあ りません。

ギ リシ ャ時代 か ら 「ヒポ クラテ スの誓 い」 を尊重

して、医師は患者のために 自分 が最善だ と信 じる医

療 を献身的 に施す ことが医師 として とるべ き態 度で

ある と、2000年 以 上にわたって代 々教え継がれて き

たのであ ります。

このように立派な心構 えは、時に医師 を して専門

家 の私 に任せてお きなさい と言わせ、医師が知 らし

むべか らず、 よらしむべ し、 とい う態度を とること

につなが りました。封建社会では、一家の主人が最

高の権 力を もって家の中を取 り仕切 り、家族は絶対

服従 を強 い られ ました。 この ようなあるじの考 え方

や振 舞は 「パ ター ナ リズム:(父 の 子に対す るよう

な)善 意 に基づ く配慮(統 制 ・干渉)、 温情主義」

とも言 われ ますが、ある じを医師、家族 を患者 と読

み替 える と、それは医 師のパ ターナ リズム として よ

く当てはま ります。

気が遠 くなるような長い歴 史の中で、連綿 として

教え継 がれ て きた 「ヒポクラテスの誓い」 を遵守す

る医療 が、何故 きしみを生 じ始めたので しょうか。

1960年 代、米国で起 こり始めた様 々な人権運動の
一つ として、患者の人権運動が盛んになって きま し

た。そ う した中で、「ヒポ クラテ スの誓 い」 に見 ら

れ るような、医師の能 力 と判断力だけで独善的な医

療 を進 める医療の態度が 「ヒポ クラテ ス流パ ターナ

リズムiと 非難 され るようになったのです。それは

「ヒポ クラテ スの誓 い 」が専 ら医師側 に立ってみた

守 るべ き人の道で、患 者側か ら見られた ものでなか

ったか らです。患者は独善的 な医師に一段高 い とこ

ろか ら管理 され、服従 させ られてい る弱者 であ る と

いう認識 に立 って、患者の人権擁護のために医療に

おけ る医師の態度の改善運動 が起 こって きたのです。

わが国でのこの ような動 きは、ほぼ20年 遅 れて始

ま りました。最近 ようや く実現 された脳死移植を巡

るマ スコ ミの過敏す ぎる とも思える報道を 見ても、

わが国における医師の信頼が まだ まだ改ま っていな

いことが伺われます。

これか らの医療 を担 う皆 さんに とって、「ヒポ ク

ラテスの誓 い」は絶対に守 らなければな らない掟 に

変わ りはあ りませ んが、 さらにそれ を超えて、患者

の立場に立 って物事 を考 えるとい うこ とも欠かせな

い条件 として加え られなければな りません。
"医 師は患者 と同 じ日線で"と いうのが

、 これ か

らの医療 の実践 におけ る最 も大切 なキーワー ドであ

ります。

皆 さんの ご活躍 を、心 から祈念 いたします。
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第21期 生 を送 るに当た って

第6学 年学年担当 油 野 民 雄

旭川医科大学医学部医学科第21期 生の皆さん、御

卒業、まことにおめでとうございます。 しかし、5

学年から6学 年の進級時に2人 、そしてこの度の卒

業時に1人 欠 くことになり、結果として全員揃って

の卒業に至 らなかったことは、学年担当者 として全

く不徳の致すところであり、残念に思ってお ります。

この上は、医師国家試験に全員揃 って合格されるこ

とを楽しみにしております。

先 日、臨床検査医学講座の池田教授 より、「毎年

の恒例であるから、この"か ぐらおか"に 学年担任

として卒業生に送 るはむなけ として寄稿 して欲 し

い。」 との依頼を受けた。このような大学卒業 とい

う人生の最も重要な節 目に際 して、はなむけの適切

な言葉が思い浮かばない僕としては、あわてて昨年

の"か ぐらおか"の 久保学長および昨年の6学 年担

当者の菊池教授の寄稿に目を通 してみた。当然なが

ら、両寄稿とも卒業生を送るはなむけとして非常に

ふさわしいものだった。今年も久保学長の立派なは

なむけが掲載されることと思う。したがって、皆さ

んへのはなむけは学長からいただ くことでお許し願

い、その代わりに、僕 自身の学生時代および卒業時

を思い浮かべながら、学年担任 として皆さんと接触

して抱いた感想を述べることとした。

教官と学生 との関係が親密であり、かつ学年担任

と学生との接触が頻繁に求められる我が旭川医大と

異な り、僕が在学した当時の金沢大学医学部では、

他の大学でもそうであったように、医学部教授(特

に臨床では)と 云えぱ雲の上の神様のような存在で

あ り、どの教授が学年担任であるかもあいまいであ

り、日常ほとんど教授 と学生との接触がみられなか

った。その上、臨床のある講座で発生した医局改革

への騒動が我h学 生間にまで波及 し、・1年生の時に

は学生自治を求めて約6ヵ 月間、授業ボイコットの

ストライキまで行ったものである。その影響で、僕

たち より2年 先輩 の学年 は2グ ループ に分裂 し、卒

業 もそれぞれ別個に迎 える ことになった。僕達 自身

は、別 れての卒 業には至 らなかった ものの、現在皆

さんが僕 ら教官のために計画 して くれ る謝恩 会を行

うこ ともな く、 また卒業 アルバム を作成する ことも

な く、決 してめでたい雰囲気で卒業を迎 えたわけで

はなか った。 この ような ことを述べ る と、 「放射線

医学講座教官 の油野は屈折 して る。」 と思 われるか

もしれない。 この旭川医大に赴 任 して以来、毎年6

年生が卒業 アルバム に掲 載するための写真を教室 に

撮 りに くる時期 になると、 自分達の学生時代の大学

紛争はいったい何であ ったの か、 また随分無駄な こ

とでエ ネルギー を費や して しまった と、つい卒業 さ

れ る皆さんの こ とよ りも、僕 自身の卒業時 を思い浮

かべて しまうのである。

この稿 では、卒 業される皆 さんへのはなむけ とし

ては必 ず しもふ さわ し くない、 とりとめ もない僕 自

身の過去 を述べて しまった。 しか し最後 に6年 担 任

として一言だけ述 べたい。皆 さんが医師 として巣立

って行 かれ る現在は、僕の卒業時 と異な り、 明らか

に医師過剰時代 となっている。ポ リク リの時 にも話

したこ とであ るが、医師の世 界にもビ ックバ ソが到

来 した ようだ。 これか らは時代に受け入れ られる医

師 もいる反面、そ うでな い医師 も当然生 じて くるで

あろう。医師 として求め られ るのは、知識、技能、

態度であ ることは 自明の こ とであ る。 ほ とんどの医

師が これ らを習得 してい る。 したがって、他の医師

が保有 していない、それ以上の何かを当然身につけ

てい くことが今後生 き残 ってい くLで 必要であろ う。

以 ヒ、皆 さんは旭川医大に在学 したこ とを誇 りに

思いなが ら、来 る21世 紀に受 け入れ られ る医師 とし

て成長 し活躍 して いかれ ることを、学年担任 として

切に望みたい。
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卒業にあた って

第21期 卒 業 生 相 沢 圭

憧 れ の 北 海 道 に や っ て 来 て

}6年 。 あ ・,と い う 間 に1}寺は

1充れ 、 卒 業 び)2文'字 が 国[武 と

い う お ま け 付 き で 目 前 に 」[ヨ・・

て き ま し た 、,気 が 付 け ばrl分

は も う す く1先 生 」 と 呼 ば れ

る 存 在 に な ろ う とLて い ま す 。

親 戚 も 知 人 も い な い 旭 川 で の 初 め て 一 人 暮 らLに

始 ま 一,た この6年 、 多 くの 友 人 ・先 生 との 出 会 い や

大 学 で の 講 義 ・実 習 を 通 し て 、 本 当 に 多 くの 事 を 学

び 、 経 験 し まLた 、,そ ん な 大 学 生 活 の 中 で 私 に と っ

て 人こ事f牛 だ っ た こ とは 、 ・」・さ い ヒ頁か ら(ノ)'夢だ 一・た 乗

馬 呑汝台産)た こ と で し 犬二。 一見 言葉 び)通Lな さ そ う な

相fと(ノ)手 綱 を 通 し一て の コ ミュ ニ ケー シ ョ ン に 、 マ

ニ ュ ア ル ど お り に は い か な い 生 き物 の 面 白 さ を 感 じ

ま し た 。 そ れ ぞ れ の 馬 の 個 性 に 合 わ せ 、 叱 っ た りな

だ め た り 、扶 助 を強 め た り弱 め た り、 そ の 日の 馬 の

気 分 に も 気 を 使 い 、 逆 に 馬 も こ ら ら に 気 を 使 っ て 。

そ ん な こ ん な で 全 く同 じ よ う に 乗 馬 で き るIIは ほ と

ん と あ り ませ ん 、,乗 馬 をLて い て 気 付 くの は 、 馬 か

ら 教 え ら れ る 事 の 多 さ で す 、,何 気 な い 動 作 て も 、 こ

r,ら が 注 意 す れ ば す る 程 、 馬 が 騎rの 彼 らへ の 接L

ノ∫に つ い て 様 々な 批 評 を し て くれ て い る こ とに 気 付

力、さ 才1ま し たQさ ・」一力・`ま乗 用,叫う(ノ)ープ[。

こ れ か ら医 師 と し て 社 会 に 川 る に あ た り 、 現 時 点

で は 知 識 ノ」・技 術 力 ・判 断 力 、 何 を と っ て も 自 信 の

あ る も の は あ り ませ ん 、,だ か ら こ そ 左 き な μ∫能i/1か

あ る 訳 で す が 、 た だ ・つ 、 常 に 心 に 留 め て お こ う と

思 う の は 、 どん な 相 ∫∴ 対 象 か らで も 何 か を 学 ば せ

て も ら お う と い う 謙 虚 な 心 構 え で す 。 当 然 の こ とで

は あ り ま す が 、 当 然 で あ る 程 忘 れ が らに な る もの で

す 。 確 認 の 意 味 で 今 一 度 話葉 に し.、 目標 に し た い と

思 い ま す 。

四 半 世 紀 を か け て 、 や_,と 社 会 人 とLて の'/,'/一

トラ イン に 立 て そ う で す 。 今 の 私 を 創 りLげ て ドさ

一・た 多 くの ノ∫々、 そ し て い つ も 力強 くバ リ7ア ・ゾ プ

/て くれ た 両 親 に 心 か ら感 謝 の 言 葉 を 述 べ た い と思

い ます 。 乍当 に あ り が と う ご ざ い ま した 。
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函 卒業にあた魂ζ讐 灘誌
、血弾 帰 バ〃 芒粥4碑9'粥磁 吊

第21期卒業生 宇佐美 伸

中学高校時代は剣道に明け暮

れた。まるで武道学科の学生の

ような毎日だった。休みは盆 と

正月のみ。稽 占が終わって外に

出るといつも辺 りは暗 くなって

いた。旭川医大では、高校時代

あろうが、む しろ私が変化 していたか らともいえる。

ふ と自らの6年 間を振 り返 ってみ る。大学 での勉

強は、医学 的基 本事項 を理解 し暗記す るという作業

が多 く、それがすべての ような印象を ともすれば も

らがちになるが、果 して そうであろ うか。暗記 した

こ とをすべて忘 れ去 って そこに残 るもの こそ、以前

とは同 じでない変化 した 臼分、つ ま り6年 間の成長

だ ろう。授業 では、 いろいろな 見方がで きる事実 を

それぞれの先生方 がどう捉 えてい るのか といった こ

とを知 ることがで きた し、 また臨床実 習では、先生

方が奥深 い医学の道 をどう歩まれているの か とい っ

た姿 に じかに触れ るこ とがで きた。親 友 との貴重な

想い出深 い夜 を徹 しての語 らい、ポ リクリの仲間 と

の様 々な話、すべての ものか ら私 は影響 を受け続け

た。 そ して、 もち ろん美瑛 の丘 か らも。

6年 前 と比べて、何が どう成 長 した かを今、明確

に述 べ られ るか どうかは別 として、今は6年 前 とは

全 く違 った美瑛 を見ている。

今後決 して廿 くはないであ ろう修業の道 を歩んで

い くうえで、この6年 間 は大い に生 きて くる と思 う。

そ して、何年後 になるか分か らないが、必ず また、

美瑛 に会いに来 ようと思 う。 その時 が今か ら楽 しみ

であ る。

運動部に所属 して いた人 も少数派であ るか ら、私の

ような学 生はそういった意味 では稀な存在なの か も

しれ ない。

大学に入学後、剣道 部に所属 した ものの稽古は以

前の比で はな く私 には膨 大な 自由時 間 が ケえ られ

た。そ こで私は カゴの中の鳥 が大空に羽ば た くが如

く、6年 間存 分に楽 しんだ。摩周湖、宗谷岬、利尻

礼文、知床、美幌峠か らの屈斜路湖、オンネ トー、

納沙布岬.,..と にか く素晴 らしか った。 その中で も

私は美瑛 に とり愚かれ、 もう何度愛車 を走 らせた こ

とだろ う。不思議な ことに、美瑛 は、その都度私に

違 った どこか新鮮な感動 を与 えて くれた。だか らこ

そ私は何度 も、そ こに向かったのか もしれない。

これは、美瑛 が時 々刻 々 と変化 しているか らで も

〔 〕

1§創謙諸君ば母灘 難曙i講i粥
黛 彰 重酢 慈～騨帝馴障 翻軸韓噸 聴 麟 騨 雌鵡

とい うものであ るが、

と思います。

私はサボるほ うを専 門 としていたので講義に関 し

ては特 に覚 えてい ることと言 えば、俳徊講義またの

名をラ イブ講義 と称 され る喜 久地 先生(仮 名)の

rStudent諸 君は もっと母校 を愛 しな さい。」 ぐらい

で、あ とは講義 を抜け ようとして谷地久先生(仮 名)

に見つか り、雷 を食 らった ことと入局説 明会なのか

講義なの かわか らない与志駄先生(仮 名)の 講義 が

特 に印象的で した。

しか し、医学科 といえば最後 にはポ リクリなる医

師ではな く学生 で もない ような中途半端 な実習 があ

りその中で もいろいろあ りま した。例えば、耳鼻科

第21期卒業生 黒 田 浩 光

気がつけばもう6年 間が経

とうとしてお り、なんの縁だ

か 「か ぐらおか」への原稿の

依頼が きて しまった。 しか も

父兄に送付され、顔写真が出

るのはいかんせん気が引ける

とりあえず振 り返ってみたい

の実習中に、大唾液腺の ワル トン管 をバル トリン腺

と答 えて しまった人がい るとか、眼科の実習中に、

動眼神経麻痺の症状を 言ってみて といわれて、世 界

の与志駄 先生 といって しま った人が い る とか聞 く

と、 うちの学年 にも強者がいる と感心 して しまうも

のである。 そ して、ポ リク リを通 じて、6年 生の時

は 自分の将来 についていろいろ考 えるこ とが 多 く、

様 々な医局の説明会でいろいろな先生 か らア ドバ イ

スを頂 いた こ とは大変 参考(ご 馳 走)に な りました。

また、先輩の薦めで始 めるこ とになったア イスホ

ッケーの審判をや ることによ り、医学に関係のない

社会人の方 々と接 するこ とでいろん なこ とを学 ぶ こ

とがで きたのではないか と思 います。試験 の前 とか

は大変で したが、最近 は医者 にな った らで きないの

かな と少 し不安 です。

最後にな りま したが、今 まで仕送 りを していただ

いた両親 を始 め、様 々な方 々にお世話 にな り感謝の

気持ちでいっぱ いです。 また21期 生のみんながい ろ

いろな ところに散 らば りますが、頑張 って多方面に

おいて活躍 され るこ とを期待 してお ります。6年 間

あ りが とうございました。



退 官にあた って

生化学第二講座 教授 金 沢 徹

本年:3月31日 付けで旭川医科大学 を定年退官す る

ことにな りました。21年:35月 の長 ざに亘 り本学に

在職Lた こ とにな ります。その間、教職 員の皆様に

は大変お世話にな りまし.た。心か らお礼申 し上げ よ

す。

21年 間の歳 月は、私に とって長い ようで もあ り、

まだほんの 東の間の ようにも感 じられます。赴任す

るときは、 友人に旭川は気候が厳 し くて、 とて も人

の住め る所ではない と随 分脅か され まし.た。しかL、

聞 くと見る とは 大違 いで、実際に住み慣 れてみ る と、

旭川の幾分乾いた、 左陸的な明 るさを持 つ風Lが と

ても気に 人るようにな りまし.た。 と くに冷 え込んだ

冬のllの 朝が ・番好 きで、 きらきら光る ダTヤ モ ン

ドダ'/,トの中を乾いた雪 を踏みLめ なが ら研究室 に

向か うときは、身 も心 も引 ぎ締 まって とて も爽快な

気分で した。厳 しい 冬が通 り過 きて、やっ と訪れ る

旭川の存4、また格別で、ほかの土地 では味 わえな い

ものです。 苧木 が一 斉に 芽吹 き、家 並みが 冬では想

像 もつかなか った ような木 々の緑や花 々で飾 られ る

と、心 も和み、気持 らは開放感でい っぱいにな りま

Lた 。 この ようにLて 歳 月を重ねてい るうtI,に、私

に とって旭川は去 り難 い もの にな り、退官 後 もその

ままこの地 に住 み着 くこ とに致 しました。

わ た くし事はさてお き、皆 さんご承知 の通 り、 今

旭川医 大は 文字通 りその存 亡をかけた教育 の大改革

に取 り組んでいて、 多くの教職 員の方 々が この改革

に 多大の努 力を傾注 されて います。 私はち 上うど定

年退官で、この未 曽有の 大改革 に参画で きませんが、

これが大きな成功 をお さめ るこ とを心か ら祈 って お

ります。 しかし、振 り返 ってみ ると、従来の教育方

法 も教育現場の 多年の 實重な経験 の積み重ねか ら生

み出 された ものですか ら、それな りの重みがある よ

うに思 います。 私が云 う まで もあ りませんが、 この

新1日の長短 を取捨選択 して、教育改 革をさらに進 化

させ、前進 させていかれるもの と信 じています。

最近、「旭 川医科大学 フ ォーラムIU>ii十 画が進 ん

でいるこ とを聞 きました、,この大学 の研究 を活性 化

させるため 、新任教授の先生 方に順 番にこれ までの

お仕事を話 していただ くと云 うことです。 久保学 長

のこ発案 と聞いてお ります。 この 「か ぐらおか1が

f1さ れる頃には、 もう第 ・回 口のフ ォ・一ラノ、が附

かれているこ とで しょう。大変素晴 らLい こ とです、

将 来はフ ォー ラムの幅 を少L広 げて、新任教授のお

仕事だけで な く、 本学の講座や学 科で進め1邑)れてい

る研究 に ついて もこのフ ォ…ラム でご紹 介頂けれ

ば、一層素晴 らしい と思 います。そ うすれば、本学

でf1わ れている研究に対する学生諸君の理解 と共感

も得 られ、 また本学 全体の志気 を多かめる上 にも役

立つか と思 います。

取 り留めのない話にな りまLた が、最後 にこの旭

川医科k学 が今後教育 と研究の両面で素晴 らしい成

果 を挙げ られるよう心 か ら祈 りつつ稿 を終 えます。



停 年 の 辞

衛生学講座 搬 山 村 晃太 郎

広辞苑によると停年は定年 とも記載、いずれも一

定の期を迎えて、退職、退官することとなっており

ますが、私 としては、停年 という文字からは強制的

に役職の執行を停止させられるという意味合いが強

く、また定年 という文字からは何か人生の有様が運

命的に定められているという印象が残ります。

いずれにしても日本の年功序列制下の雇用形態で

はこの停年制が生ずるというのはよく分かっている

つもりですが、その時が近づいてみるとやは り色々

な感慨が湧きます。

私は戦時中の疎開、転校から始まって、住居も勤

務先も転々として、50才直前に本学に採用が決まり、

以後約16年 近い月日をこの旭川に過ごしました。私

の定住期間 としては生涯で最も長い年月です。

確か昭和47年 頃だと思いますが、その頃国鉄労働

科学研究所一ここは全国鉄職員に対する健康管理 と

環境管理などの方法の研究を目的とする。一に勤務

し、旭川の国鉄工場(今 は既にない。ここは国鉄の

客車の木工部品、例えば背もたれ等を作っていた。)

の騒音の調査にきていたときに現場の衛生管理者

が、工場裏の丘を指さして 「あの奥に旭川医大の建

設が進められているのてすよ」 と言われ、その時は

別に心にも留めなかったのですが、この旭川医大で

停年を迎えるとは、いささか小夜の中山の感 じであ

ります。

さて退官に際 して、今後の旭川医大の若い皆さん

に希望を託 したいと思います。世の中の不景気や若

い医師に対する研修制度の義務化など厳 しい見通し

か続き、その故もあってか、基礎医学系の道に進む

若い人は室々たるものです。何か特別の才能がなけ

れば駄 目とか、財産がなければ駄 目と若い人は思い

込んでいるようです。そんなことはあ りません。運、

鈍、根 といって、一つことをそれこそ馬鹿みたいに

追求してとうとう大きな発見に到った例は多澤あり

ます。俊才必ずしも学問に向いているのではあ りま

せん。

経済的な面を色々と考えて、臨床に進んでもいさ

学位論文作成のために研究活動に入り、思わずのめ

り込んで、 とうとう商売換えをして、基礎医学の道

に進んだというようなケースも稀にはあります。

研究 とは、人間の業のようなもので苦労 も多く、

金にもなりませんが、人をして思わず引 きず り込ま

せる何か魔力のようなものを持っているいるのでは

ないかと思います。

芸術の道もそうではないかと想像 します。打ち込

んでいる時は苦労ではな くて、何か宗教の三味境の

境地だろうと思います。

何か通俗的に言われていることについて、一歩突

っ込んで深 く考えるというようなことは人間誰 しも

備わった能力の一つではないかと考えると、基礎医

学の道に一生をかけると深 く考えな くとも、何年か

その道に浸るというも特別なことではないと考えま

す。

研究には基礎研究、 目的研究、開発研究等の区別

があ りますが、その仕事に従事している人の中には、

世の為、人の為に役立つ仕事 ということで真剣に働

いている人もおりますが、大半は面白いからやって

いると、半ば道楽のような気分で、しかし一生懸命

働いているというのが本当のところでしょう。

しかしこの道楽のような気分から、大 きな成果が

上がるのだから不思議です。例えば、統計学の基礎

である確立論などは、賭博に勝つ確率を求めること

から始まったことで、探求の動機は必ず しも真面目

なものではなかったのです。 ともか く数学等は100

年 も200年 も過ぎてから役に立つ学問で、開拓 した

当の人達は興味があるからで、後生に世の中に犬き

な役に立つことなど考えていなかった と思います。

ともかく人生深刻に考えずに是非基礎医学の道に

迷い込んで ください。学年試験の時だけ廊下ですれ

違いさまにお辞儀をしないで、臨床にいっても忘れ

ずに基礎医学を振 り返って ください。

}
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振 り向 け ば 、 た だ謝 恩
一退官のご挨拶に代えて 一

心理学 搬 岩 渕 次 郎

最終講義 を、大仰 にも 「心理臨床40年 をなぞ る」

など とした許 りに、 いざ草稿 となって その軽率ぶ り

を甚 く悔 いる こととな りま した。 なにせ道の民生部

局10年(3部 局)・ 衛生部局5年 に加 えて本学四半

世紀 に亘 る歴程 を辿 りだす と、徒 らに尽 きぬ追想 に

押 し流 され るだけで筆は一向に進 まず、捗 るのは酒

と煙草ばか りという始末で した。'1`ば 自失のそんな

中で、 ときに心過(よ)ぎ る情景の ひ とつが、本学

開学 時の木造仮校舎(教 育大 ・1日附属小学校)で す。

それは、まるで舎屋 全体が蒼古 として雪 なかに沈

み こみ、肌刺 す寒気に教室は暗 く閉 されてい ました。

そ こでの講義が又、変則開学 故の週27コ マ(現 行 は

18コ マ)、 冬休みな どはほんの6日 間 とい う強行軍

で したか ら、当初はバ スに乗 り違 えた かの ように狼

狽 える諸君 も居て 当た り前で した。

実際、一期生 に とってあの ひ と冬は、誰 もが過重

な課業 と酷寒 に音 をあ げなが ら、本学 に学ぶ 己が

identityを 改 めて問い直 ささ るを得 なか った、重k

なcrisis状 況だ った に違 いあ りませ ん。 しか し今 で

はそれ も、彼 らの懐 か しくも誇 らしき青史の一 貞に

す ぎないので しょう。

尤 もそあ 創設期 は、私 に と一,ても人学 人 としての

同一性 が厳 し く問われた、恐 らく人生最 大の危機場

面で した。 想えば 、道職 員15年 の向 うにそれ相応の

未来 が展が るなかでの転身は、それ こそ"不 惑"の

齢 に してあ るまじき"大 いな る惑い"で した。

いわば"四 十 の手習 い"で 始 まった大学 生活は、

それ故に専 ら先輩諸賢 か ら教育 ・研究の"奥 義"を

盗むの に忙 し く、 しか し、気付けば既 に"六 十の手

習い"に 入 って尚その奥義 に手が届かぬまま、 ここ

に退官の刻 を迎 えて しまいました。

それは とも角、かつて私は前任地(現 ・道立精神

保健福祉セン ター)で その創設 に参 加する機会 に恵

まれ、次いでまた本学の開設に も立 会 うことがで き

たの は全 く幸運 で した。 しか し、心理学教室の創設

に伴 う"困 難"(と"創 る悦 び")は 、以前 の経験 を

遥かに越えるもので した。

とりわけ、開講が迫った実験心理学実習の態勢作

りでは、指導 スタッフ ・道具 ・場所の目処さえ立た

ず、事ごとに学内 ・外に算段を煩わせて(助 手枠は

基礎医学から、実習器機は札幌医大から、実習室は

一部物理学科から各々借用) 、どうにか当面の苦境

から脱することができました。

幸いにして、間もな く教務職員の配置と学内実験

実習費の優先的配分を頂いて、教室創りが軌道に乗

り出しました。さらに開学5年 後には、予期せぬ学

生定数増(+20名)の 機縁にも恵まれて、兼ねて念

願の施設(心理検査室、防音室、プレイ・ルーム等)

が増設され、 ここに漸 く現行の態勢が整いました。

当教室のいま在る姿が、勝れて当時の教官 ・事務

官諸氏から賜 った数知れぬご支援に因るもの と、こ

こに深甚の謝意をこめて記し留めます。

当教室の研究基盤は、伝統的に臨床心理学に置か

れてきましたが、その傍 ら、助手の交替に併せて新

しい分野が次つぎと登場 しました(ゲ ーム理論、グ

ループ ・ダイナミックス、生理心理学、認知理論な

ど)。 その彼 らとの共研の場では、 しば しば師弟関

係が逆転 して、その都度大いに啓発されたものです。

在任中お世話になった助手諸君に私がなし得たの

は、せいぜい快適な研究環境を提供すること位でし

たが、その彼 らも幸い若 くして他大学に転進(現 在

教授2、 講師2)し 、いまや学界でも着実にその名

を挙げつつあ ります。 この機会に改めて当教室への

貢献に感謝 し、各位の大成をお祈 りいたします。

なお最後の2年 間は、その才知とて無いままに図

書館をお預かりした挙句、円安に怯えては外国雑誌

の一部購読停止に走った り、図書課諸氏にはおよそ

実現困難な無理難題を連ねた りと、関係各位にご迷

惑ばかりお掛けして参 りました。万事退官に免じて

ご海容のほど願いあげ、末筆ながら本学の揺ぎなき

ご発展を祈念して、退官のご挨拶 といたします。
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教 授 就 任 挨 拶

薬理学講座 教授 牛 首 文 隆

昨年lo月 より薬理学講座に着任 し、半年が経過 し

雲した。 この間、♂ちらに向か うフ.1リ ーでは台風

に追いかけ られ今は記録的 な降雪 を経験 してい ます(,

私は、プ ロス ヌグランジンや トロンホキサ ンなと

の プロス ダノfド の受容体について研究を続 けて き

主Lた 。 まず、簡 単に研究経過 を紹 介します,,研 究

'騎初は
、 トロンボキ・けン受容/本の性格付けや定 量を

するために、受容体に結 合する放射性 あるいは 光親

和性 リガ ン トのf乍成 をlrい まLた 。ついで、ヒ トlrll

小板 より トロンボy:rン 受容/本を精製 し、精製蛋 白

質の部分ア ミノ酸配列を基に受容体の クロン化を行

い よした。 その 後、ホモ ロジ ー7ロ ーニン グJ)法

々用 いて、8種 類存在す るヲ ロス ク ノイド受容 体び)

ケロン化を進y)、 これ らの受容体遺fム子 を欠損す る

マ ウスの作出を行いま した。 また現 在は、 これ らの

マ ウスを解析す るこ とによ り、生体におけるプロス

ク ノイドの果たす役割の解明 を目指1 .て い 脂 ・境 今

後は心血管 系を中心 とLた 解析 を行いたい と考えて

い ます。

これか ら旭 川医 たの皆様 のお世話 にな ることと思

い ますが、 どうぞ宜 し くお願 い申しあげ ます、,

く 魑こ一璽、

大 雪 山 連 峰



大雪山系を眺めながら

公衆衛生学講座 獺 羽 田 明

昨年11月 付 けで旭川医大に移 って参 りました。着

任 した 日の研究室 か らみた人雪 山系の眺めは素晴 ら

しく、 この環 境で仕事 に打ち込め ることに感謝 して

います。私は、熊 本 大学 を卒業後 、岡山、横浜、大

分 において小児科 医 として働 き、30歳 に して熊本大

学 の大学院 に入 りま した。修了後ユ タ大学 、名古屋

市立大学 を経て北海道大学 で6年 間を過 ご した後、

旭 川に来ま した。その間、振 り返 ってみて仕事 に 自

己満足 で きるのは熊 本 とユタにいた時代です。熊 本

の阿蘇 山、ユ タの ロッキー山脈 と両者 とも雄大 な山

々のすそ野 に位置す る土地 です。 その意 味で も大雪

山系の麓 にあ る旭川で意味 のある仕事 したい と念願

しています。

ところで、高校 までは広島県 で過 ご しましたので、

必然的に広島カープのフ ァンですが、息子は名古屋

に住んで以来、 中 日 ドラゴン ズのフ ァンで、プ ロ野

球 が始 まると親 了で争 いが絶えません。 プレ イす る

の も観戦す るの も好 きなのはバ スケ ッ トです。NB

Aは もちろんユ タジャズに肩入れ していますが、昨

年のフ ァ イナルでマ イケル ・ジ ョー ダンひ とりにや

られて しまい、彼が引退 した今年、ベテラ ンとなっ

たカール嬬 マロー ン とジ ョン ・ス トック トソの活躍

で短 くな ったシーズンを利 して優勝す ることを期待

してい ます。今年 も仕事の 合間 にhttp:〃www.nba。

com1に アクセス して しまいそうです。

北海道大学 に6年 近 くもいま したので、北大 と旭

川医大の良い点、悪い点が よ く分 か ります。北大 は

旧七帝大、大学院大学 とい うことで少な くとも当分

は生存 が保証 されてい ますが、旭川医大は新設単科

大学 というこ とで、 よほ ど存在意義 をア ピール しな

い と生 き残れないのは確かだ と思い ます。 しか し、

決 して悪 いこ とばか りではな く、逆 に考 えれば小 さ

くて小回 りが利 くこ と、危機感 があるこ とで、北大

よ りも教 育、研究 に新 しい試 みを導 入 しやす いし、

各講座の垣根 もはるか に低いので協 力体制 も組みや

すいのではないか と感 じています。 これか らの激動

の時代、うまくやればマイクロソフ トが巨人IBM

をしのいで しまうのと同じ事が起こせるかもしれな

いと夢想 しています。

私の領域で現在、企んでいるのは北海道における

遺伝診療システムを北大、札幌医大に先駆けて確立

し、全道に広げてしまえないかということです。遺

伝診療 といっても出生時において2%弱 の古典的な

メンデル遺伝病や染色体異常だけを念頭においてい

るのではありません。出生児の6%を しめる先天奇

形、さらにsoi以 上のヒトが罹患する本態性高血圧、

糖尿病、悪性腫瘍、虚血性心疾患などの生活習慣病

に対応するためです。現在はまだ、原因遺伝子はほ

とんど明らかになっていませんが、ヒ トゲ ノム計画

の主要なターゲットは今や生活習慣病の原因遺伝子

解明です。数年以内に多くの原因遺伝子がわかって

くると予想されます。原因遺伝子とその変異が明ら

かになれば、疾患の発症 しやすさが発症前にわかる

ため、その個人の遺伝素因に基づいたオーダーメイ

ドの疾患予防の可能性が開けるのです。 しかし、こ

の疾患予防システムが実現 しても、現在の主治医と

患者だけの枠組みではとても対応できません。最も

人きな問題点は倫理的諸問題の発生です。本人だけ

ではな く、家族の遺伝情報 も同時に管理することに

なるため、遺伝診断に関する守秘義務の徹底には注

意を払わなければな りません。結果の告知、情報の

提供はまさに遺伝相談であり、臨床遺伝の トレーニ

ングを受けた専門のスタッフがあたるべきであり、

クライアン トの 「自発性 と自己決定」は特に尊重す

る必要があります。現在、全国の大学で信州大学の

みが遺伝子診療部を発足させ、スタッフカソファレ

ソスにより問題のある症例は一例ごとに討議して決

定 しています。将来の需要増は必至ですので、今の

うちに整備すれば旭川医大の一つの特徴 とな りうる

と思います。できるだけ早く準備を始めたいと思い

ますので、どうか皆様のご支援をお願いいたしたい

と思います。

一10一



就 任 の ご 挨 拶

耳鼻咽喉科学講座

この度、平成10年11月1口 付けをもちまして海野

徳二名誉教授の後任 として耳鼻咽喉科学講座 ・教授

を拝命いたしました。もとより浅学非才の私が、こ

のような大任を仰せつか り、その責任の重さに身の

引き締まる思いがしますが、本大学並びに耳鼻咽喉

科学教室のさらなる発展のために、身を粉にして頑

張 りたいと思っています。私は旭川東高校出身で、

昭和57年 に旭川医科大学に4期 生 として卒業させて

いただきました。その後、札幌医科大学耳鼻咽喉科

に入局致 しましたが、このたび17年 ぶりに母校に戻

ることとなりました。赴任時、最初に思ったのは大

学や大学周辺の発展ぶりであ りました。学生時代、

畑に囲まれていた大学周辺は住宅が建ち並び、背丈

ほどであった街路樹 も高 く生い茂 り、また、大学 と

病院の設備の充実ぶりにも隔世の感があ ります。

私の研究テーマのひとつは上気道の粘膜免疫に関

する研究であ ります。特に扁桃の感染防御機構 とそ

の病態に関する免疫学的研究については、卒業 して

以来、継続して取 り組んで参 りました。また、海外

留学(ニ ューヨーク州立大学バッファロー校)の 際

には、小児反復性中耳炎の病態について細菌疫学的

免疫学的アプローチからの解明に取 り組み、現在も

同大学 との共同研究を続けています。また、頭頚部

悪性腫瘍に関する分子腫瘍学的、ウイルス学的解析

にも興味があり、従来頭頚部領域で進行性鼻壊疽 と

呼ばれていた病因不明の疾患がTINK細 胞由来の悪

性 リンパ腫であ り、しかも原因がEBウ イルスであ

ることを発見致しました。今後は、当教室の伝統で

ある上気道および前庭の生理学的研究、並びに鼻ア

レルギーに関する研究を継続しつつ、私がこれまで

行ってきた扁桃、中耳の粘膜免疫や頭頚部悪性腫瘍

に対する分子生物学的 ・ウイルス学的解析を加えて

いこうと思います。

近年の耳鼻咽喉科における外科的治療は耳科 ・側

頭骨外科 と頭頚部外科に大きく分かれます。耳科 ・

側頭骨外科では慢性中耳炎に対する鼓室形成術が代

獺 原 渕 保 明

表であ りましたが、最近では聴神経腫瘍、顔面神経

麻痺、めまいに対する側頭骨外科も発達 して参 りま

した。 さらに、従来治療法が全 くなかった高度感

音性難聴(聾)に 対する治療 として人⊥内耳手術が

先進医療 として開発され、感覚器官の代用臓器 とし

て高度難聴者に多大な福音と希望を与えています。

私はこれまで養った人工内耳手術の経験をもと虚当

科に本手術を導入したいと思います。頭頚部外科の

範囲は鼻、咽喉のみならず、耳下腺、顎下腺、甲状

腺など頭頚部全体に渡 ります。最近では頭蓋底外科

や血管外科もその守備範囲となってお ります。また、

頭頚部悪性腫瘍においては音声機能や嚥下機能を回

復するための形成外科的再建術も発展 しております。
一方

、耳鼻咽喉科の小予術には日帰 り手術(day-

surgery)の 適応 となる疾患が数多 くあ り、可能な

限 り取 り入れたいと思います。

以上のように現在の耳鼻咽喉科 ・頭頚部外科 ・気

管食道科 ・神経耳科 ・アレルギー科 と称するような

非常に幅広い分野を扱う科であります。加えて、聴

覚、平衡覚、嗅覚、味覚、嚥 ド、発声などひとが生

きて生活する ヒで最 も重要な機能 を扱 う科でもあ

り、21世紀に最も発展する分野のひとつであ ります。

私をはじめ教室員一同、至 らないところも多々あ

ると思いますが、若いながらも誠意 と情熱が満ち溢

れた活気ある教室にしたいと思います。各講座の諸

先生方のご理解とご支援を賜 りますよう心からお願

い申し上げます。

一11一



教 授 就 任 挨 拶
一 術後患者のQOL

麻酔 ・蘇生学講座 鞭 岩 崎 寛

平lrk,10年11月1日 付けで、初代小川 秀道 教授の後

ftとLて 麻酔 科蘇生科 を担 当す る こ とにな りまし

た、,自己紹 介をかねて新 任の ご挨拶 を中 し上げ ます。

私は旭 川から程近 い ト富良野町に生 まれ、富良野

高校か ら札幌医科 人学 に進み、昭和50年 の卒 業後、

直もに札幌医大麻酔学講座に 入局いた しま した。 初

期研 修 として旭川li泣 病院、旭川赤 十字病院 を含め

臨床麻酔、救急 医療 なとに携 わ って きま した。昭和

58年 から旭川医科大学f術 部副部長(講 師)と して

2年 間-.1病 院 で臨床、研究を させ て戴 いた こ と

があ ります。その後札幌医 人に戻 りましてアメリカ ・

エー ル大学 での2勾 余の研究 生活 を経験 し、 今回、

赴任する ことにな りました。 麻酔 ・蘇生学は外科手

術に対する除痛の ための臨床麻酔 か ら発展 し、現在

は重症 治療(集 中治療学、救 急,.,.)そ してペ イ

ンク リニ ・ソクと領域が拡大 し全身管理学あ るいは生

命機能管理学 と捉 えられ、医療 の中での位置付け、

/;1・備範囲は広 が
ってい ます。

多 くrj)疾患は痙痛 感覚で疾病 を自覚、認識 し、医

療機関に赴 く。 つま り、疹痛 対策が医療 の原点 とい

って も過 言で はない。 しか し、MRIや エ コ… な ど

の柊痛 を伴わな い医療技術の発展はあ るものの現在

の医療はその対 象であるはずの痺痛 を伴 う検査、手

術 が、診断 および治療 という名 〔で選択 される。特

に、 手術に よる治療は 手術巾のみな らず手術後の柊

痛 対策 が患 者 のQOLの 向Lに は 極 め て重 要 で あ

る。私が麻酔科医 にな った20数 年 前には麻酔適応の

拡 大、安定 した麻酔管理な どが主眼であ り、術後の

痺痛 対策 は極 めて貧困 であ り術後患者 のQOLか ら

み る と悲惨 であった と言わざ るをえない。 その後、

場冬痛伝達機構の解明、内因性鎮痛物質の発 見、持続

硬膜 外麻酔 を中心 とす る術後鎮痛法の進 歩および強

力な鎮痛薬 の開 発なとに より術後痺痛対策 は急速 に

進歩 し、術後患 者のQOLは 飛躍 的 に改 善 して きた

と思われる。 今後は、 これ まであ 皮 り重要視 されて

こなか った吐 き気、嘔01な どの愁訴や精 神的 ・心理

的 アブLト イ な どに よる医療 が 史な る術後患 苦の

QOLの 向 トに必 要である。

このように、麻酔科の 努 刀に よ り周術期の患 者は

比較的快適 に成 って きてはいるが、退院後 に手術部

位の鈍痛、 シビレ感、違和感な どに より仕事への復

帰 は もらうん、 日常 生活 す ら困難な患者 さんがわれ

われv)ペ イン グリ.二・ソク外 来を訪れるように成 って

ぎている。周術期 を手術 直後に限定 するこ とな くも

う少 し、長期的 な意味での周術期の1冬痛対策の必 要

性 が痛感 させ られ る。 私の 斗要な研究 テーマの一 つ

は、妊娠に伴 うエ ン ドルフ ィン を含め た内因性鎮痛

機序の薬理 学的検索 と慢性侵害刺激 に対す る鎮痛効

果 に関す るものであ ります。 この研究 をさらに発展

させる こ とに よ り後患 者のQOLの 向}二に寄与 した

い と考 えてお ります。

今後、 さらに、臓器移植医療の現実化が 目前の医

療では、手 術に起因す る肉体的落痛 とともに精神的

疹痛管理 が 更な る術後患 者のQOL向 トの うえで重

要 とな る。 単科 に拠 らない 多角的 な医療 が真 の意味

での術 後患 者のQOL向 上 に必 要な時期 に さ しかか

って きてお り、その比重は今後増 大す ることが予想

され る。私は外科系医師や コ ・メデ カル ・スタッフ

との調和 に配慮で きるようなバランスの とれた有能

な麻酔科 医の育成 が術後患者 のQOL向 上 に役立 つ

もの と考えてお ります。皆 さ まの御協 力、御指導宜

し く御願い致 します。
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新 入学 生 へ の メッセージ

生命科学 搬 林 要喜知

私は、新設一般教育科目である生命科学の担当教

官 として、昨年9月1日 付けで本学に着任致 しまし

た。折しも、本年4月 より医学科では新たなカリキ

ュラムがスター トする時期にあた り、その総合生命

科学の一端のみならず、看護学科の生命科学科目を

担当致 しますことは、光栄に感じつつも、それらの

教育に対する責任の重さをも痛感 しております。本

稿では、特に、講義その他でかかわり合いをもつ新

入学生に対して自己紹介やメッセージを書かせてい

ただきます。

私は、昭和28年 に石川県は能登半島に生まれ、そ

の地で高校卒業まで過ごしました。たまたま、岡山

大学理学部で生物学を学ぶ機会を得ましたが、実は、

大学在学中に一つのこだわ りを持ちはじめました。

それは、「卒業後は、さらに、幾つかの異なる研究

/教 育機関でさらに学んでみよう」 ということでし

た。私は、自分の能力や適性は顧みず、将来は研究

者/教 育者 として大学 に残 りたいと考えていまし

た。ある時、「米国では、自分の研究興味に応 じて

研究環境を考え、最適なところに移ることが 日常的

である」 という記述を何かの本で読み、そのことに

強 く影響されたからです。当時は、このような考え

を合理的だと肯定する先生方や先輩も私の周囲にい

ましたが、入学 した母校を卒業 し、そのまま、大学

院あるいは大学のジュニアスタッフとして母校で研

究を継続することが、より・一般 的であったように思

います。勿論、どちらが良いかは人により 一概には

断言できませんが、私の場合は、上述のこだわりの

結果、逆に、必要以上に移籍/転 籍 し過ぎた感があ

ります。理学部を手始めに、医学部、看護学部、大

学付置研究所、米国2大 学(医 学部、生命科学部)、

民間企業研究所、さらには、財団法人研究所などに

移り、自分の研究や、卒論や大学院レベルの研究指

導などに携わりました。環箋を変えるということに

はマイナス面 も多 くありましたが、自己啓発された

経験も少なからずあ りました。ここ数年における経

済状況の変化については、皆さんもよくご存知のこ

とと思いますが、それが、 日本企業における雇用シ

ステムや企業組織のあり方にも大きく影響を与えま

した。同様に、私達が、時に応じて、積極的に環境

を変えることは、個人 としての成長過程や組織の合

理的運営において も、ある意味、必要な経験である

ようにも思われます。話がだんだんそれてしまいま

したが、学生には、常に少し先の将来を意識しなが

ら、今、本学で何を学ぶべきかを考えてBた だきた

いと思います。

さて、最後に、生命科学における研究や教育につ

いて、私の考えを若干ご説明いたします。生命科学

は、かってなかったほどの勢いで進歩しています。

同時に、現代社会が抱えるさまざまな問題 も浮き彫

りにしています。現代生命科学の展開を正 しく理解

し、直面する問題に、医学や看護学の視点から取り

組むためには、 自然科学の基礎をしっかり学び、そ

の上で柔軟な思考をめ ぐらせることが不可欠である

と考えられます。また、各教科の講義やチュー トリ

アル、あるいは、実習その他で、興味深いことを見

い出したならば、それを追い求める働きかけを、是

非、積極的に実行していただきたいと思います。そ

のためには、本学が持つあ らゆる資源や手段を活用

してほしいと、皆さんには期待してお ります。

研究に関しては、私は、生命科学の領域の中でも、

神経細胞生物学を専門 としてお ります。細胞 と細胞

あるいは細胞 とマ トリクス分子の間での細胞接着

は、生命のあらゆる現象と深 く関わっております。

その接着を担う分子が、脳/中 枢神経系においてど

のような機能を担っているか調べたり、アルツハイ

マー病などの脳変性に伴い、神経細胞がどのような

分子機構で障害を受けていくかに、私は興味を持っ

ております。超高齢化社会を迎えつつある今日では、

高齢者における痴呆が大きな社会問題に発展 しつつ

あ ります。 このような疾患の発症や症状進行を少 し

でも遅延させることができると同時に、患者/家 族

のQOL向 上を援助できる技術発展 も、今、大いに

期待されています。私も、基礎研究を通 して、この

ような技術革新に有用な情報を少 しでも提供できれ

ばと願っています。
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一

攣

考

ひ しri

助教授紹介

驚

嵐

氏 名 室 松 慶 子

所 属 英 語

出 身 メぐγ:北 海 道 メて学 大 学 院 、

ズリ・一ラ ン1:大 学

k';'院

留 学 先 のMITLり'hi.1+.ll、1口 」に 赴 任 い たL

よ し た 。 こ こ 襲 語 研 究 室 の 大 き な 窓 か ら は 、 晴

れ た 日 に は1'].白 ノよ美 し い 大雪lll連 峰 が 眺 め ら

れ 支 凱 、 こ の 窓 に 描 か れ る 四 季折 々の 人 自 然 の

パ ノブ マ を 期 循 し て いrす 。

`㌧1ヒ采多剤島ξろさ ぐ♪カ
・才デ'び)清 々 しL・1風力・、 言登み、

き り た 空 気 が 、 こ れ か ら の 私 の 研 究 生 活 に エ ー

ル を送 っ て くれ て い る よ う な 爽 や か さ を 覚 え ま

す 。 頑 張 り ・kす、,

スキー教室実施 され る

去 る12月20日 ㈹ 一一一21[㈲ び)両 日 、 毎fr恒 例 の ス

キ ー 教 室 か 留 学 牛6名 を 含 む15名 か 参 加 し 、 富 良 野

ス キ ・一場 ζ実 施 ざ れ た り

今flは 咋 年 ま て の 」L大 雪 一人キ ー場 か ら 富 良 野 ス

A=一 一場 一＼変 史Ltこii之 辛ノノ〔ノ)年rξLノ こ7つ、杜妥'「ゴカ、f夕1」f↑〔▼.Vii.

(早 く ス ノ』一パ ウ ブ ー をff分 に あiわ う!1レ か て

き 、 昼 は ス キ ー 技 術 講 習 、 夜 に は 懇 親 会 と 昼 に 撮 影

〔 た 講 習 風,,,の ヒ デ オ を 観 な か ら 講 師 ノ之ひ 留'1〆:牛 を

囲 ん て ス キ ー の 話 て 盛 リ ヒ リ ス キ ・一 モ味 〔ノ川芋間 を 過

Lて い ま1た 。

2日 目 に は 、 最 初 、 ス ・W一 を 履 い て 歩(こ1ヒ もr

ま な ら な か.,た 初 級 若 も 帰 る ♂ う に は ス キ ・ の 扱 い

に も慣 れ 、 冬 の 代 表 的 な ス ポ ー ソて あ る ス 匿、一 に 興

味r,深 め て い た 。(学 生 課 〉

研 究室紹 介

病理学第一講座 小 幡 雅 彦

」丙∫甲"}を第 ・講座は小月1教キ受、李…且力教』受、,Ir江昼力f・、

小幡助rの ・1名の フ、気 ・フ と臨床 各科 から研究 に 来

られている大学院生、研究生の5名 の 先生方で構成

されています。 当教室 出身の方 でほ、1期 生の安藤

先生 が旭川 日赤病院病理部 に勤務 されてお り、6期

生の西川先生はア メリカ留学 よ り帰国 し秋田大学病

理学第 講 座に講 師 として赴任 されています。また、

11期 生の徳差先 生は木学 付属病院病理部 にお られ、

皆 さん活躍 さ才1ています。

教室の活動 は研究 ・教育のみな らず、病理組織検

査の担当 もあ り、病理学第 ～講座 と共 同で 当た 一.て

います、,さらに近隣の医療機関に出張Lて の病珊診

断 にも従事 しています。

教室の研究 テーマは動物モ デルを用 いた発癌機構

の解明で、特 に、遺伝学的解析がヒ トに比べ容 易な

マ ウスを使い、 分子生物学的 手法 に より肝発癌 、肺

発癌研究 を行_,て い皮す。近 年は⊥ と〔て、マ ウ ス

の 遺 伝 的 発 癌 感 受 性 の 解 析 、 細 胞 不 死 化 機 構 の 解 析

等 を 仔 ・て き ま し た が 、 最 近 は メチ ル 化 等 に よ/I」1一

ビ ジ コ.ネテfソ ツな 発 癌 機 構 に も 沼.目L取 り糸Hん で

い ま'4-,,こ れ まC6こ 、'了 ウ フ:yl'約田包、 糸泉糸悸芽 糸田珂包不

死 化 に お け る1番 染 色 体 の 欠 失 領 域 の 同 定 、pl(;や

Igf2等 び)メ づ=ノレでヒを 受4ナ そ)」量仁こゴー(ノ)月i一発3南ノ＼(ノ)1樹

ケ を 明 ら か にL、 肺 発 癌 耐 性 遺 伝 ゴ座 の18番 染 色 体

へ の マ ・ソピ ン グ に 成 功 し て い ま す 。

最 近 の ケ ノム 月 イエ ン ス の 発 展 は[覚 まLい も の

が あ り ま す 、、 当 教 室 も 最 新 の 遺 伝 子 解 析 技 術 を 積 極

的 に 導 入 し、 発 癌 に 結 び つ く新 た な 遺 伝'を 同 定 す

べ く、 日 々奮 闘 し て お り ます 、,
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新歓合宿のお知らせ

今年 も、新 入生 を迎 える行事 として 「新

入生歓迎 合宿」 を4月10日 ・11日 に行 うこ

とにな りました。

学 内では、新歓 委員 の説 明に よる学 内巡

りを行 います。 また、 各クラブが様 々な衣

装 を着 てア ピー ルす る クラブ紹 介 もあ りま

す。 ここで 目立 ちた い人は、 ステ ー ジでパ

フ ォーマ ソ スをすれば新 入生 の 目は もう く

ぎづけです。

その後 、神居観 光ホ テル に移動 して合宿

も本番 にな ります。 自己紹介や ゲーム 、上

級生 との談話 を通 して交流 を深 めた り、 各

クラブが乱 入 して新 入生争 奪戦 が繰 り広 げ

られます。最後 は1年 生 と新 歓委 員で飲 ん

で、語 って、盛 り上 がるこ とで しょう。

今私 たち はそれ ぞれの係 で一生懸 命活動

して います。有 意義 な合宿 にす るため、 多

数の参加 をお待 ち しています。

新入生歓迎実行委員会

平成11年度前期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成11年 度前期分授業料免除及び延納 ・

分納を希望する学生で、免除基準のいずれ

かに該当する と思われる者は、学生課専門

職員(厚 生担当)か ら必要書類を受け取 り、

申請期間内に提出してください。

免除基準の概要はつぎの とお りです。

*経 済的理 由で授業料納入が困難であ り、

かつ、学力優秀 と認められる場合

*授 業料納期前6ヵ 月以内において学資負

担者が死亡、又は本人若 しくは学資負担

者が風水害等の災害を受け、授業料納付

が著 しく困難であると認められる場合

なお、免除基準及び申請期間については、

公用掲示板に詳 しく掲示 してあ りますので

ご覧 ください。 また、不明な点は、専門職

員(厚 生担当)に 問い合わせ願います。

学生教育研究災害傷害保険の

加入について

本学は、学生の正課中 ・課外活動中 ・通

学中及び大学の授業等、学校行事又は課外

活動で施設問移動中における災害事故補償

のためにr学 生教育研究災害傷害保険』の

賛助会員大学 とな り下記の とお り加入受付

事務等を行ってお ります。本保険は、学生

の相互共済を基本 として運営されてお り、

学生生活中の万一の場合に備え、全員加入

の方針をとってお ります。

加 入を希望 する学生は学生課専 門職 員

(厚生担当)に 申し込んでください。

己言
口

1.受 付期間 自 平成11年4月1日(木)

至 平成10年4月16日(金)

2.受 付窓口 学生課専門職員(厚 生担当)

平成11年度日本育英会奨学生の

募集について

日本育英会では、優秀な学生で経済的理

由のため就学困難な者に学資を貸 与してい

ます。

本学では、 日本育英会か らの推薦依頼に

基づ き、出願者の種 々の条件を考慮 して選

考を行い、日本育英会へ推薦します。

ただ し、 日本育英会では奨学金貸与の種

別ご とに推薦基準が定め られてお り、その

資格があって も採用枠の関係で推薦で きな

い場合があります。

奨学生募集要項 を、4月 上旬に公用掲示

板に掲示 しますので、貸与を希望する学生

は、提出期限までに所定の書類を学生課専

門職員(厚 生担当)に 提出してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変によ

り、学資の支弁に困難な事情が生 じた場合

は、専門職員(厚 生担 当)に 相談 して くだ

さい。
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1

㈹
10日 平成10年 度 人学式

医学 科新 ぺ生101名

石護i学:科新 入牛6(〕 名

看護学 科.,次 編 人学 生1名

湖 鯉監
.弩 レ 獅 ぺ∴ 轡 ゴ

入 学 式

22日 医 自巾1珂家 試1険1径 格 発 表

木学rr格 呂1(〕 〔}名
i>格 率こ90

.9%

20～21日 医 学二科 新 入 生1げf修

㊧

医学 科 新 入 生 研 修

23～24日 石護'了「1新 ぺ'IliJ「修

(於 人雪 山 白 金 観 ソ亡71・テ ノし)

看護学科新入生研修

圃
5～7日 第21回 医 大 祭 医 科 〔い か)フ コ ス ケ'f}8

噸撒夕麟

年 の あ ゆ み

30日 博L学 位記授 ケ式

博 上学位記 被授 し・=者7名

㎝
10～13日 第151!1北 海 道 地1べ.左 学 体 育 、た会

当 番 季交:」 ヒ見 一「業 プくズ1二

木 学 参 加 種 目:陸 上 競 技(男 女)、

準 健 式 野 球 、 ソ フ ト ラー

ニ ス(男)、 ハ ス ケ ・ソ

ト、1ミー ノレ(サi1女)、 ノミ

レ ー一ボ ・一ル(男 女)、

サ ッ カ ー 、 中 球(男)、

バ ド ミン ト ン(男 女)、

剣 道(男 女)、 弓 道

(男 ケ)、 ハ ン ド・ドー ル

成 績:準 優 勝 ソ フ ト テ ニ ス(男)

∫マ};3f、レ:1二を1 _彦亮4芝(女)、

準 硬 式 野 球 、 ハ ス ケ ・ソ

レ7]い ・ノレ(女)、

バ ド ミン ト ン(な)

総 台 成 績:男 ゴ5位 女r'1位.

s-　 ・ 拶 一

購 「j

繭 ・ 麟 麟 麟 ・4網

隙
鞠

囲地 体

23日 外国 人留学 生 要季オllエ ノラ ーン ヨン(人'1に 穿汐ト〉

参 加 蓄 留 学 生(i人 〔家 族)8ノ ＼

囎 易日川 棟・欄 学欄 瀟 願 轍
上 管 代 表 校 二.1ヒ甲.大 学:

本学 参 加 種 目:陸L競 技 〔男 如 、

準 硬 式 野 球 、 テ ご、ス

(男 如 、 ソ フ トテ 、'ス

(男 如 、 卓 球(男 如 、

ノくレ ・づ1ミ・一ノレ(ワ1女`) 、

/く1ご ミン ト ン(リ,ろ く)、

-1テ・ゾ か 一、 バ ス'π ソ ト

ボ ー ノレ(男 如 、 襲道 、

剣 道 、 弓 道 、 空f道

(男}、 水 泳(男)、 ゴ

几 ヲ(男 女)、 ハ ン ド

ボ ー ノL、 ラ ゲ ヒ …

成 績:第3位 弓 道 、 ソソ トテご一ス(男)
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圃
8～9月 第32回 全日本医科学牛体育た会上座決定戦

ll管校:北'11.k学

㎝
9日 体 育 大 会(学 二」、止催)

瀬』'・.酪

撫 ∴ ∵ 国 、rl'・

蜘 庵 ノ1、 憐騨 鞭:漁 …

爵 』一`㌦、

鮮 ド_一"、 ・

体育大会

16日 杓 」矧0年 度 解1千i)体慰 霊 式

解剖体慰霊式

30日 博t:1二 位.記 授 ケ式

博i:,」:位二記 被 授 与・昌5名

皿
6～27日'1人 成mで1度 公 開 講14ズ

1知 ・て1痔 た い 腎 臓 ・り働 き と 病 気 」

〔h':一 .,一 一,1ヒ梅 吋二`「ノし)

10日

28日

公 開 講 座

・卜成IF卜 度 第3で1
で欠編 人学 占選 抜 試 験

(看,i望学 科)

'F成11年 度 第3f卜 次 編 人学 者 選 抜 試 験

(看 言聾'学手こD合 十各1皆発 表

四
5～6日

15日

20～21日

平成11年 度推薦 入学 者選抜試験

平成11年 度推薦 入学t抜 試験

(看護学科)合 格者 発表

スキー教室(於 富 良野 スキー場 〉

参加1学生16名

(う ら外国人留学 生6名)

e
」1

スキ ー教 室

25日 博 上 学 位 記 授 与・式

博 上 学 位 記 被 授 与 菖3名

12～3月 第10回 東 〕 木医 科 学 生 総`罫 本育 左 会

冬 季 大 会

二芋こ管 代 表f交; _iヒff'人ご学

本学 参 加 種 目:ス キ ー(男 如 、

ア でス ホ ヅ ケ ー

0
16～17日'ド 成11{1・ 度 大学:入 学 若選 抜

大学 入 試 セ ン γ一 試 験

イく'号∫:ゴで」易755名

圃
日

日

5

0

18日

19日

25日

26日

8日

12日

18日

23日

25日

lu村 晃 太郎教授 最終講義
・ド成]li卜度推 薦 入学 者選抜試験(医 学 科)

合格 者発表

平成11午 度 たγ:院人学 者選抜試験

岩渕次郎 教授最終講義

金沢徹教授最終講義
'卜成11度 第2次 試験(前 期 日程)

平成11年 度 人学院 人_,f抜 試験 合格者発表

'F成ll年 度第2次 試験(前 期 口程)

/a
Ll格者 発表

'卜成ll年 度第2次 試験(後 期 日程)

退官教授歓送 式
'F成11年 度第2次 試験(後 期 日程)

合格者 発夫
'14成m年 度学十学位記授 ケ式

学十学 位記被授 与昌99名

博 長学 位記授 ケ式

博L学 位言己被授与 者22名

へ
占㍑甲
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学友会会章正式に大学の

学章として承認される〃

昭 和56年 に学 友会 の一事 業 として学 友会

会章が制定 され、制定2年 後 くらい に細菌

学 教室 で レ ー一ペー パー に使用 し始 めたの

が 切 っ掛 けで、 他の 教室 及 び駐車場 許"f証

等に も使 用 されて いたが、 この度 正式 に 本

学の学H_と して認め られ ました。

大学 として 最初 に使用 予定 してい るのは

学位記に印刷す るこ とにな',て います。

今後は 多 方面に わた り多い に利用 してい

ただ きた いと思 い ます。

・

篠
、繍

探

(学 友会)

糾
第=タ ト希千且力教授

棟 方 隆

『ク リニ カ ル ク ラ ー ク シ ップ 導 入 を 試 み て 』

我 が大学の医学 教育におけ る最近の トピックスは

来年度入学生 よ り実施 される新 カ リキ ュラムであ ろ

う。 これは 早期 体験学習 や統 合科 目に よ一・て早 い時

期から医療 ・医学 に触れ るこ とがで き、ヂ こL一ト11

アル教育に 上って 白学 自習の態度が身につけ られ、

さらに臨床実 習の 早期開始 と期間延 長が図 られる。

第 汐ト科 教室 では将来の新 カ リキ ュラムにおけ る

臨床実習f,".1:り充実 させ るために現5年 生か ら 『グ
11ニ ソノル7ラ ー ケシ・ソーノ;ClinicalClerkshipSys

tem(CCS)111`ノ)導 人を試 み、た。既 にご存知の 方も

多い と思 うが、 ツリニ カル ツr7・一クシ・ゾプについて

簡単 に説明 させていただ く。CCSと は米国の医学 部

で行われて いる臨床実習教育で、学 生が病棟 での診

療ヂームのunと して加わ り、実際 に患 者を診療 す

るこ とを通Lて 臨 床能力 を身につける臨床実習 方法

学生団体の設立・継続届について

'ド成11年 度 において
、団体活動 を継続 し1二

うとする学生団体 または新 しい団体 を設立す

る予定の学生は4月30口 囹 までに設 、71・継続

届 を専門職員(学 生担当)に 提 出 して くだ さいO

なお、継続届の提 出がない学生団体は解散

として取 り扱いますの で注意Lて ください。

(学生課)

教官の異動
1

i昇 任II11 .:3.外 科 学 第 助 教授 稲 薬 雅 史
i

であ る。

当科では臨床実習の学 生 を病棟の 各グルー プ(上

部消化管、下部 消化管及び肝 ・胆 ・膵)に 数 人ずつ

配属 させ、主 治医達 と共に行動 するように した。 具

体的には グループの朝 夕の回診 は一緒に行い、それ

ぞれの患 者の問題点 を検討 し、 あ らか じめ教えたL

でガーゼ交換や抜糸 をさせている。手術では助rの

ひ とりとLて 加わ り、鈎引 きを させ皮膚縫 合の糸縛

りゃ糸切 りを させてい る。 また術後は切除標 本の写

真撮影や郭清 リンパ節の整理 をL治 医 、ヒ共にflい 、

術後の検査に立 ら会わせ、質問 を交 えてその意義や

結 果をその場 で解釈 させる ようにL、ている。医学生

に行わせる医療 行為は厚生省臨床実習検 討委員会で

示 された1許 容 され る基本的医TJ為1に 従・・ている

が、かな り事 が指導の もとにr能 である。 この よう

な実習では、 当然朝は8時 過 ぎに集 合L、 帰 りはf

術が長 引いた ときには夜中になることもある。 この

ような臨床実 習 を導 人してか ら:3グ ルー・Fプを終 え

た。実 習の最後に2週 間の感想 を階いて もらってい

るが、 今までに比べて拘 束時間が長 く、質問等 も多

いので、 不平が 多いか と思 ったが、結果は予想を反

して好意的な ものであった。『ハー ドではあ ったが、

いろいろ体験で きて勉強 にな った』、『外科に対する

見ノJが変 わった』、『先生方の=苦労 を実感 した』な と

満足度の高 い ものが 多か'・た。学生に対す る 見ノ∫も

若十 変わ り、何が重要なの かも少 し見えて きた。

まだ ス ター トしたばか りなので、 まだ まだ 不完 全

な ものであるが、 今後は 「学生がなにを どこ まで学

ぶのか 脳)1、「⊥治医の 一人 としていかに 劇L感 を も

たせるか?」 な ど、 さらに検討改善 していかなけれ

ばな らない問題 も多い。

数年後に新1い カ リキ ュラムでのチ ュー トリアル

教育を終 え自⊥的勉学熊 度を身につけた学生か、 こ

の ような臨床実習シ ステム でどの 上うな態度 でいか

に成長 して 行 くかをゑるの も楽 しみてある,,
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